


①

こ
の
た
び
�
大
久
保
前
会
長
様
の
後
を

受
け
ま
し
て
�
門
真
納
税
協
会
会
長
�
と

い
う
大
任
を
お
引
受
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
彦
惣
正
義
で
ご
ざ
い
ま
す
�

大
変
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
と
と
も

に
�
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
�

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
�
会
員
の
皆
様

や
関
係
ご
当
局
の
ご
支
援
を
戴
き
ま
し
て
�

歴
代
会
長
様
の
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を

継
承
し
�
門
真
納
税
協
会
の
発
展
に
尽
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
�

わ
が
国
の
経
済
は
米
国
景
気
の
先
行
き

不
透
明
感
�
原
油
・
金
属
な
ど
の
材
料
価

格
の
高
騰
な
ど
懸
念
材
料
は
あ
る
も
の
の
�

中
国
・
欧
州
の
好
況
に
よ
る
輸
出
の
増
加

と
�
個
人
消
費
の
回
復
に
よ
り
�
設
備
投

資
や
雇
用
は
増
勢
を
継
続
し
て
お
り
�
景

気
は
緩
や
か
な
拡
大
を
継
続
し
て
お
り
ま

す
�

し
か
し
�
中
・
長
期
で
見
ま
す
と
少
子

・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
・
世
帯
数

の
減
少
�
情
報
化
・
ボ
�
ダ
レ
ス
化
に
よ

る
企
業
活
動
の
多
様
化
な
ど
急
激
な
構
造

変
化
が
進
展
す
る
中
で
�
税
制
調
査
会
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
�
我
が
国
経
済
の
国

際
競
争
力
の
強
化
と
国
民
各
層
が
豊
か
に

な
る
税
制
改
革
�
が
真
に
望
ま
れ
て
お
り

ま
す
�

税
制
が
個
人
の
消
費
動
向
�
企
業
の
投

資
判
断
に
与
え
る
影
響
は
き
わ
め
て
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
�

こ
の
た
め
�
国
民
の
一
人
一
人
が
今
後

の
税
制
論
議
に
参
加
し
�
そ
の
上
で
�
あ

る
べ
き
税
制
に
つ
い
て
選
択
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
�

こ
の
よ
う
に
税
に
対
す
る
国
民
の
関
心

が
高
ま
る
中
で
�
門
真
納
税
協
会
は
地
元

の
納
税
者
の
団
体
と
し
て
�
税
務
当
局
と

の
連
絡
を
密
に
し
て
�
税
知
識
の
普
及
に

努
め
�
適
正
な
申
告
納
税
の
推
進
�
納
税

道
義
の
高
揚
を
図
り
な
が
ら
�
会
員
や
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が

使
命
と
考
え
て
お
り
�
私
も
微
力
な
が
ら

寄
与
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
�

最
後
に
門
真
税
務
署
の
皆
様
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
と
と

も
に
�
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
繁

栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
�

　

新
会
長
プ
ロ
フ
�
�
ル

昭
和
41
年
3
月　

松
下
電
工
株
式
会
社
に

入
社

平
成
15
年
2
月　

松
下
電
工
株
式
会
社

財
務
部
長

平
成
15
年
12
月　

同　

常
務
経
営
執
行
役

平
成
17
年
2
月　

同　

取
締
役

平
成
17
年
6
月　

同　

専
務
取
締
役

平
成
19
年
4
月　

同　

取
締
役
副
社
長

�
新
役
員
名
簿
�

会
長彦

惣　

正
義　

松
下
電
工
㈱

副
会
長

西
村　

千
畝　

共
立
産
業
㈱

藤
原　

照
雄　

㈱
藤
原
設
計
測
量
事
務
所

伊
泊　

鉄
夫　

�
医
�
仁
泉
会

東
口　

邦
雄　

大
政
木
材
工
業
㈱

田
隅　

一
郎　

納
貯
連
合
会
代
表

大
本　

郁
夫　

青
申
連
合
会
代
表

常
任
理
事

山
岡　

俊
夫　
　

野
口　
　

浩

讃
岐　

房
吉　
　

田
中　
　

要

桂
田
幸
三
郎　
　

喜
多　

貞
裕

柳
本　

利
幸　
　

山
田　
　

健

高
橋　

義
信　
　

中
村　
　

勉

泰
江　

敏
雄　
　

松
本　

壽
満

乾　
　

治
男　
　

森　
　

正
繁

元
古　

隆
司　
　

佐
田　

国
雄

久
保
田
俊
昭　
　

西
尾　

佳
純

淀　
　

髙
和　
　

東
坂　
　

巌

田
中　

省
吾　
　

藤
本　

和
俊

中
嶋　

啓
文　
　

池
田　
　

実

永
木　

康
司　
　

中
川　

耕
一

上
村　

一
彦　
　

中
尾　
　

仁

中
田　

善
規　
　

森
田　

雅
則

新
木
本
博
司

専
務
理
事

伊
藤　

榮
保

�
事
業
部
会
長
�

総
務
部
会
長　

山
岡　

俊
夫

広
報
部
会
長　

東
坂　
　

巌

法
人
部
会
長　

松
本　

壽
満

個
人
部
会
長　

藤
原　

照
雄

間
税
部
会
長　

岡
本　
　

肇

青
年
部
会
長　

上
村　

一
彦

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

社
団
法
人　

門
真
納
税
協
会

会　

長　

彦
惣　

正
義



②

平
成
19
年
５
月
23
日
㈬
守
口
ロ
イ
ヤ
ル

パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
於
い
て
第
38
回
定
時

総
会
が
門
真
税
務
署
長
様
�
㈶
納
税
協
会

連
合
会
常
任
副
会
長
様
�
近
畿
税
理
士
会

門
真
支
部
長
様
始
め
来
賓
多
数
の
ご
臨
席

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

第
一
号
議
案　

議
事
録
署
名
人
選
任
に
関

す
る
件
は
守
口
地
区
の
平
尾
和
夫
氏
�
門

真
地
区
の
一
貫
坂
晃
氏
の
二
名
が
指
名
さ

れ
�
満
場
意
義
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
�

第
二
号
譲
案　

平
成
18
年
度
事
業
報
告
承

認
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
�
事
務
局
伊
藤

専
務
理
事
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
�
満
場
異

議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
�

第
三
号
議
案　

平
成
18
年
度
収
支
決
算
報

告
承
認
の
件
に
つ
き
ま
し
て
�
伊
藤
専
務

理
事
よ
り
別
紙
資
料
に
基
づ
き
説
明
が
な

さ
れ
満
場
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
�

第
四
号
議
案　

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
の
件
に
つ
き
ま
し
て
�
議
長
よ
り
本
総

会
を
も
�
て
役
員
の
任
期
が
満
了
す
る
た

め
�
別
紙
資
料
に
基
づ
き
�
評
議
員
�
監
事
�

理
事
が
承
認
さ
れ
�
理
事
の
互
選
に
よ
り

新
会
長
に
彦
惣
正
義
氏
�
松
下
電
工
㈱
�
�

以
下
�
副
会
長
�
常
任
理
事
�
専
務
理
事

が
選
任
さ
れ
�
満
場
異
議
な
く
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
�

彦
惣
新
会
長
よ
り
会
長
就
任
挨
拶
が
な

さ
れ
�
新
会
長
よ
り
各
事
業
部
会
長
が
委

嘱
さ
れ
�
ご
来
賓
の
皆
様
よ
り
の
激
励
と

協
力
ヘ
の
挨
拶
が
な
さ
れ
無
事
終
了
し
ま

し
た
�

続
い
て
�
今
回
の
総
会
に
於
い
て
退
任

な
さ
る
役
員
の
方
々
�
大
久
保
淳
氏
�
田

中
一
男
氏
�
西
尾
嘉
弘
氏
�
�
納
税
協
会

の
財
政
基
盤
に
尽
力
頂
い
た
方
々
�
大
同

生
命
保
険
㈱
大
阪
中
央
支
社
様
�
Ａ
Ｉ
Ｕ

保
険
会
社
第
一
大
阪
直
営
支
店
様
�
に
彦

惣
新
会
長
よ
り
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
�

【
第
三
十
八
回　

定
時
総
会
開
催
】

�

平
成
18
年
度
事
業
報
告
並
�
�

収
支
決
算
報
告
承
認
�
�
��

新
会
長
に
彦
惣
正
義
氏
�
松
下
電
工
㈱
�
就
任

大久保前会長から彦惣新会長へエールが

１. 事業活動収入 

入会金収入 10 9

会費収入 48,000 45,852

事業収入 40,550 37,575

補助金収入 2,800 3,192

雑収入 4,850 6,384

特定資産取崩収入 0 2,051

事業活動収入合計 96,210 95,063

２. 事業活動支出 

事業費支出 49,565 50,651

事業運営費支出 10,842 14,247

管理費支出 31,050 31,808

事業活動支出合計 91,457 96,706

　事業活動収支差額 4,753 △1,643

３. 投資活動支出 

基本財産取得支出 2,000 2,005

特定資産取得支出 2,700 0

投資活動支出合計 4,700 2,005

４. 予備費支出 53 0

前期繰越収支差額 0 4,410

次期繰越収支差額 0 762

〔収支決算書および予算書〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 〔単位：千円〕

科　　　目 平成19年度予算額 平成18年度決算額

彦惣新会長より、役員一丸となり事業活動を

推進していく旨の挨拶がなされた。

[　　　　　] [　　　　　]

[　　　　　] [　　　　　]

[　　　　　] [　　　　　]

[　　　　　] [　　　　　]

[　　　　　] [　　　　　]

[　　　　　] [　　　　　]

[　　　　　] [　　　　　]



すてすて　　　　人人

③

―
寺
井
宮
司
さ
ん
と
当
協
会
と
の
ご
縁

は
平
成
６
年
�
当
時
大
阪
府
の
要
請
で
初

め
て
海
を
渡
�
て
オ
�
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ

�
�
�
�
�
で
日
本
三
大
祭
の

〝
天
神
祭
〟

を
大
変
ご
苦
労
の
中
�
見
事
再
現
さ
れ
た

直
後
で
し
た
が
�
長
年
に
わ
た
り
大
阪
の

伝
統
文
化
振
興
と
国
際
親
善
の
貢
献
は
大

阪
人
の
誇
り
で
す
�
私
た
ち
の
郷
土
�
四

條
畷
で
も

〝
楠
公
さ
ん
〟

と
し
て
親
し
ま

れ
る
四
條
畷
神
社
の
振
興
と
楠
公
大
祭
を

始
め
ふ
る
さ
と
の
人
々
の
精
神
文
化
に
寄

与
さ
れ
た
足
跡
は
�
先
賢
に
学
ぶ
�
心
で

お
話
を
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
�

寺
井　

想
え
ば
私
が
こ
う
し
て
い
る
の
も

〝え
に
し
〟

と
い
う
か
不
思
議
な
縁
を
感

じ
ま
す
ね
�
先
代
を
継
い
で
兄
が
天
満
宮

の
宮
司
職
に
奉
職
の
こ
と
も
あ
り
�
も
と

も
と
商
社
マ
ン
を
志
し
て
関
西
学
院
大
学

に
入
り
�
勿
論
卒
業
後
は
世
界
を
舞
台
に

商
社
マ
ン
と
し
て
の
夢
を
抱
い
て
い
ま
し

た
が
�
学
生
時
代
の
祖
父
の
ひ
と
言
が
人

生
を
変
え
て
く
れ
た
�
恐
ら
く
祖
父
の
ひ

と
言
が
無
け
れ
ば
今
日
の
私
が
無
か
�
た

の
で
は
�
神
職
へ
の
道
は
�
国
学
院
大
学

の
大
学
院
へ
進
み
卒
業
後
�
明
治
神
宮
に

奉
職
し
た
訳
で
す
�
先
代
宮
司
の
命
で
�

戦
後
荒
廃
し
て
い
た
四
條
畷
神
社
の
復
興

の
時
�
父
が
四
條
畷
中
学
の
出
身
で
四
條

畷
神
社
の
宮
司
も
兼
ね
て
お
り
�
明
治
神

宮
か
ら
帰
阪
�
そ
の
ま
ま
四
條
畷
神
社
へ
�

私
の
神
職
の
ス
タ
�
ト
は
こ
こ
�
四
條
畷

か
ら
で
す
�
戦
前
の
小
楠
公
を
祭
神
に

�
忠
孝
両
全
�
の
由
緒
あ
る
官
幣
社
と
し

て
栄
え
た
の
で
す
が
�
戦
後
荒
廃
し
た
神

社
の
再
興
に
氏
子
の
方
々
�
地
元
の
皆
さ

ん
の
協
力
と
四
條
畷
学
園
の
牧
田
隈
子
理

事
長
さ
ん
�
安
岡
正
篤
先
生
の
中
学
時
代

の
恩
師
夫
人
に
あ
た
る
方
で
す
が
�
着
任

早
々
か
ら
安
岡
正
篤
先
生
の
ご
尽
力
戴
き
�

関
西
財
界
人
の
ト
�
プ
の
方
始
め
教
育
界

の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
を
戴
き
ま

し
た
�
そ
の
ご
縁
が
あ
�
て
こ
そ
四
條
畷

神
社
も
�
ま
た
長
兄
の
跡
を
継
い
で
大
阪

天
満
宮
の
宮
司
と
し
て
今
日
を
迎
え
て
お

り
ま
す
の
も
振
り
返
れ
ば
一
つ
一
つ
の
出

会
い
の

・
・
・

え
に
し
の
お
か
げ
で
す
ね
�

ふ る さ と 人物紀行すてきな人たち
““えにえにしし””に導かれに導かれ、、なにわと畷の文化なにわと畷の文化　　歴史立志の心歴史立志の心

日本人の精神文化の具現日本人の精神文化の具現　　次代へ伝承次代へ伝承
約八百に及ぶ関西一円の神社を束ねる大阪神社庁の要職、庁長 2 期目に就任した寺井種伯さんは、格式高い格別官弊

社・四條畷神社と日本三大祭の天神祭を司る大阪天満宮の宮司として、大阪の伝統文化、精神文化に尽力、人々の敬愛
を受け慕われている。戦後半世紀数多くの足跡で、特筆すべきは先人顕彰の想いの具現化に。戦後荒廃の四条畷神社の
復興に携わりその後、天満宮の発展に尽力。上方落語の継承に“天満天神繁昌亭”天神町界隈の人々と共にかつての賑
いを再現。一方、四條畷では、関西実業人の教学の祖を祀る有源招魂社の建立に尽力。その人となりは「神如在」の心に。

千年以上の歴史をもつ伝統に支えられているのは、“えにしの縁”と語る寺井種伯さんに先人顕彰の心を伺った。

四條畷神社 宮司

大阪天満宮 宮司

寺井 種伯さん（74）

【寺井種伯氏横顔】
●昭和８年生まれ。大阪市出身。関

西学院大学経済学部卒業後、祖父

の助言で国学院大学大学院へ。卒

業後、明治神宮に奉職。大阪天満

宮先代宮司の命より昭和39年、四

條畷神社に奉職。戦後の荒廃の四

條畷神社の再興に携わる。平成元

年には、四條畷神社百年の大祭を

挙行、神社会館を建立。平成６年、

大阪府の要請で、日本の三大祭“天

神祭”を初めて海を渡り、豪州・

ブリスベーンで見事再現、国際親

善の歴史的役割を果たす。平成18

年、上方落語協会の強い要請を受

け、天満宮敷地内に「天満天神繁

昌亭」建立。上方落語発展に尽力。

平成 19年４月、四條畷神社境内

に平成 15年３月、㈶成人教学研

修所閉所で神社に移祀した有源招

魂社社殿を建立。先人奉祀の霊殿

として、孔子、関西実業人、安岡

正篤先師等を顕彰する新社殿の竣

成を各界代表が列席し祝った。大

阪の伝統文化発展に常に率先して

活躍。四条畷を第二のふるさとと

して郷土への想いも深い。

��
�
��

�
大
切
�
心
�
�
神
如
在
�

’06年11月“協会アート展”於
寺井宮司からの色紙文“神如在”

�
�
�
�
�

神
在
�

�坐
�
�

�
�如

�
�



④

―

大
阪
の
伝
統
文
化
の
一
つ
上
方
落
語

の
殿
堂
と
し
て
誕
生
し
た
�
天
満
天
神
繁

昌
亭
�
は
今
�
話
題
沸
騰
し
て
い
ま
す
が

天
神
さ
ん
の
境
内
に
古
典
落
語
の
継
承
が

蘇
�
た
こ
と
も
な
に
わ
文
化
の
大
き
な
文

化
遺
産
で
す
ね
�
又
今
春
４
月
８
日
に
四

條
畷
神
社
境
内
に
素
晴
ら
し
い
新
社
殿
が

建
立
さ
れ
私
た
ち
も
歴
史
的
式
典
に
列
席

さ
せ
て
戴
き
感
動
し
ま
し
た
�
有
源
招
魂

社
建
設
に
至
る
ま
で
の
経
由
も
ま
た
大
変

ご
苦
労
が
あ
�
た
と
聞
き
ま
す
が
�

寺
井　

繁
昌
亭
の
方
は
上
方
落
語
協
会
の

桂
三
枝
会
長
さ
ん
か
ら

〝
是
非
�
天
神
さ

ん
の
中
で
古
典
落
語
を
継
承
で
き
る
小
屋

を
〟

の
依
頼
を
受
け
て
�
建
設
ま
で
に
は

様
々
な
障
害
も
あ
り
ま
し
た
ネ
�
予
定
地

は
天
満
宮
の
敷
地
の
駐
車
場
と
し
て
利
用

し
て
お
り
�
財
務
面
で
職
員
か
ら
も
反
対

の
意
向
が
強
か
�
た
で
す
が
�
最
後
の
決

断
は
戦
前
戦
後
天
神
さ
ん
周
辺
に
は
芝
居

小
屋
も
あ
り
�
訪
れ
る
人
に
楽
し
ん
で
戴

く
こ
と
で
�
何
よ
り
も
天
神
さ
ん
周
辺
の

人
々
の
為
に
な
る
な
ら
の
想
い
か
ら
�
建

設
費
用
も
地
元
商
店
街
の
皆
さ
ん
や
氏
子

さ
ん
が
快
く
奉
賛
し
て
戴
い
た
�
二
千
燈

近
い
繁
昌
亭
の
提
灯
は
皆
様
の
志
の
証
し

で
す
ね
�
長
く
可
愛
が
�
て
戴
く
意
味
で

も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
運
営
し
て
い
く
形

に
し
た
い
と
思
�
て
い
ま
す
�
又
�
お
話

し
の
有
源
招
魂
社
の
新
社
殿
は
平
成
15
年

３
月
�
関
西
師
友
協
会
の
精
神
道
場
と
し

て
飯
盛
山
隣
地
に
昭
和
44
年
か
ら
㈶
成
人

教
学
研
修
所
に
敬
愛
す
る
伊
與
田
覺
先
生

の
ご
尽
力
で
安
岡
正
篤
先
師
�
聖
徳
太
子
�

孔
子
始
め
関
西
実
業
人
の
先
人
顕
彰
の
祭

殿
が
あ
�
た
の
を
同
所
の
閉
所
に
伴
い
�

四
條
畷
神
社
に

〝
御
霊
〟

を
移
し
て
是
非
�

神
社
境
内
に
新
社
殿
の
建
設
を
祈
願
し
て

４
年
を
経
過
し
�
有
源
招
魂
社
建
設
奉
賛

会
の
皆
さ
ん
の
格
別
の
奉
賛
の
お
か
げ
で

こ
の
春
�
宿
願
が
実
�
た
次
第
で
す
�
勿
論
�

地
元
の
氏
子
の
皆
さ
ん
始
め
幅
広
い
有
志

の
方
々
の
お
か
げ
で
す
�

―

今
年
も
７
／
24
�

７
／
25
開
催
さ
れ

る
天
神
祭
を
控
え
て
準
備
運
営
に
東
奔
西

走
の
超
多
忙
の
日
々
で
す
が
�
寺
井
宮
司

の
健
康
の
秘
訣
は
�

寺
井　

年
間
に
何
回
か
で
す
が
ゴ
ル
フ
で

す
ね
�
お
酒
も
好
き
で
す
ね
�
や
は
り
日

本
酒
が
一
番
�
私
自
身
�
人
と
話
す
の
が

好
き
な
性
分
で
話
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
�

―

祭
と
い
え
ば
今
年
も
四
條
畷
楠
公
ま

つ
り
が
三
月
三
十
一
日
と
四
月
一
日
両
日

に
わ
た
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
市

民
挙
げ
て
の
歴
史
絵
巻
は
今
年
で
３
回
目
�

着
実
に
定
着
し
て
い
ま
す
�
先
人
顕
彰
の

心
は
畷
の
誇
り
�
小
楠
公
墓
所
か
ら
四
條

畷
神
社
ま
で
の
時
代
絵
巻
�
小
楠
公
に
因

ん
で
畷
の
子
供
た
ち
に
も
体
験
は
貴
重
で

す
ね
�
美
し
い
国
づ
く
り
は
先
づ
地
域
か

ら
�
今
�
日
本
人
の
品
性
�
品
格
に
つ
い

て
問
わ
れ
て
い
ま
す
が
�

寺
井　

最
近
読
ん
だ
本
で
�
藤
原
正
彦
さ

ん
の
�
国
家
の
品
格
�
が
あ
り
ま
す
が
�

日
本
人
の
精
神
や
志
が
世
界
に
貢
献
す
る

と
記
し
て
い
ま
す
が
�
と
て
も
共
感
し
て

い
ま
す
�
地
域
も
国
民
も
歴
史
的
伝
統
文

化
の
素
晴
し
い
精
神
と
し
て
受
け
継
ぎ
高

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
ね
�

知
行
一
致
�木
鶏
�
似
�
�

恩
師
・
伊
與
田
覺
師
と
の
誓
い
�
四
年

の
歳
月
を
費
や
し
宿
願
の
有
源
招
魂
社
竣

成
遷
座
祭
が
畷
神
社
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ

た
�
親
子
の
間
柄
に
も
似
た
寺
井
宮
司
と

伊
與
田
覺
師
の
誠
真
の
交
流
も
安
岡
正
篤

先
師
の
ふ
る
さ
と
畷
の
歴
史
か
ら
�

天
満
宮
は
千
余
年
の
歩
み
の
中
で
７
度

の
大
火
に
遭
い
な
が
ら
も
見
事
復
興
の
礎

は
�
天
神
界
隈
の
民
衆
の
支
え
�

〝
え
に

し
〟

と
人
心
を
大
切
に
神
に
仕
え
る
寺
井

宮
司
�
戦
後
の
荒
廃
か
ら
復
興
に
携
わ
�

た
畷
神
社
で
の
え
に
し
が
天
満
宮
の
発
展

に
�
ふ
る
さ
と
畷
へ
の
愛
郷
心
が
�
文
武

両
道
�
知
仁
勇
の
三
徳
の
具
現
に
�

先
賢
に
学
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
畷
の
社
で

の
語
ら
い
で
し
た
��

文
責
・
加
藤　

忠
広
�

広
報
部
会　

四
條
畷
地
区

●

副
部
会
長　

今

平 

泰

宏

●

運
営
委
員　

川

西 

勝

久

●

運
営
委
員　

梶

川 

良

一

寺井種伯宮司・「先賢に学ぶ」インタ
ビューを終えて聞き手の広報部会
列席者と共に（四條畷神社境内於）

【聞き手】

有源招魂社の遷宮祭に祝詞を
挙げる寺井宮司（H19.4）

有源招魂社を成人教学研修所か
ら四條畷神社へ仮遷宮（H15.4）

協会広報誌で対談の伊與田師と
寺井宮司（H11.4）

毎年4月4日・5日に催される
四條畷神社の春の大祭楠公祭

取

材

後

記
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�
温
故
継
承
�　

５
月
23
日
㈳
門
真
納

税
協
会
第
38
回
定
期
総
会
で
第
６
代
会
長

と
し
て
２
期
４
年
間
の
会
長
職
を
第
７
代

彦
惣
正
義
会
長
に
引
き
継
ぎ
さ
れ
た
大
久

保
淳
前
会
長
�
現
顧
問
�
の
足
跡
と
ふ
る

さ
と
話
に
�
忘
れ
か
け
た
郷
里
へ
の
想
い

が
甦
�
て
く
る
�

大
久
保
さ
ん
は
鳥
取
県
八
頭
町
出
身
で

風
光
明
媚
な
大
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か

れ
郷
里
の
八
頭
高
校
を
優
秀
な
成
績
で
卒

業
�
両
親
共
教
師
の
家
庭
で
育
ち
�
長
男

の
事
情
で
東
京
へ
の
進
学
を
断
念
し
て
京

都
大
学
へ
�
少
年
時
代
�
水
泳
と
テ
ニ
ス

に
明
け
暮
れ
て
育
�
た
�
自
然
豊
か
な
郷

里
�
八
頭
に
は
今
も
�
年
に
数
回
赴
き
�

地
元
と
の
親
交
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
�

昭
和
38
年
�
当
時
日
本
経
済
も
高
度
成

長
期
に
入
り
就
職
も
売
り
手
市
場
時
代
�

急
成
長
の
三
洋
電
機
へ
の
入
社
も
面
接
だ

け
で
入
社
�
以
来
�
企
業
人
と
し
て
三
洋

電
機
経
理
・
財
務
畑
を
歩
ま
れ
�
気
が
つ

け
ば
三
洋
電
機
中
枢
本
社
か
ら
一
歩
も
出

な
か
�
た
エ
ピ
ソ
�
ド
も
語
り
草
と
し
て

知
ら
れ
る
�
鳥
取
出
身
で
鳥
取
三
洋
設
立

の
功
労
者
�
高
野
泰
明
社
長
時
代
に
取
締

役
に
就
任
し
�
記
者
会
見
の
場
で
初
め
て

出
身
地
交
流
が
始
り
�
以
来
鳥
取
県
人
会

に
は
不
可
欠
な
人
物
に
�

三
洋
電
機
の
発
展
と
共
に
歩
ま
れ

〝
三

洋
電
機
で
入
社
以
来
�
本
社
の
一
階
と
二

階
し
か
動
か
な
か
�
た
社
員
は
私
ぐ
ら
い

か
な
〟

と
大
久
保
さ
ん
は
振
り
返
る
�

納
税
協
会
会
長
に
就
任
直

後
に
母
校
の
八
頭
高
校
が
夏

の
甲
子
園
に
出
場
�
郷
里
の

先
輩
と
し
て
応
援
�
公
私
多

忙
で
甲
子
園
に
駆
け
つ
け
ら

れ
な
い
こ
と
で
�
鳥
取
県
出

身
の
協
会
広
報
部
会
の
小
生

に
甲
子
園
応
援
の
要
請
を
受

け
た
想
い
出
が
蘇
る
�

激
動
の
日
本
経
済
時
代
の

荒
波
の
中
で
志
の
企
業
人
と
し
て
�
ふ
る

さ
と
を
愛
し
地
域
経
済
へ
の
貢
献
の
歩
み

を
貫
き
�
�
温
故
継
承
�
の
想
い
を
刻
ま

れ
る
�

今
�
国
も
地
域
も
�
そ
し
て
人
も
品
格

が
問
わ
れ
る
時
代
�
大
久
保
さ
ん
を
通
し

て
凛
と
し
て
志
高
く
生
き
抜
く
姿
勢
を
改

め
て
学
ば
せ
て
戴
い
た
様
に
思
い
ま
す
�

映
画
�
男
は
つ
ら
い
よ
�
の
ロ
ケ
地
と

な
�
た
�
安
部
駅
�
鳥
取
県
八
頭
町
を
流

れ
る
八
東
川
水
域
周
辺
は
�
遥
か
古
代
の

神
々
の
伝
承
や
遺
跡
も
多
く
�
参
勤
交
代

で
栄
え
た
宿
場
町
・
街
道
へ
の
山
里
と
し

て
壮
大
な
歴
史
が
息
づ
い
て
い
る
�

�
聞
き
手
・
広
報
部
会　

加
藤　

忠
広
�

 �

�
想

�

出
�

話

㈳

門

真

納

税

協

会

顧
問　

大
久
保　

淳　
氏

大久保　淳 氏

2006ふれあいアート展にて
H18.11.16

第38回定時総会にて
H19.5.23

インタビューの同郷出身の広報
役員と（三洋電機㈱にて）
H19.6.1

【プロフィール】
● 鳥取県八頭町出身。八

頭高校、京都大学卒業
後、昭和38年 4月・三
洋電機㈱入社。平成元
年 6月・財務本部経理
部長、平成 8年 6月・
取締役、平成11年 6月
・取締役専務執行役員、
平成15年 5 月納税協会
会長（第 6 代）就任、平
成19年 5月・顧問

● 趣味 囲碁4段・ゴルフ
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今
年
は
�
紫
大
マ
ム
シ
草
�
大
マ
ム
シ

草
�
雪
餅
草
�
武
蔵
鎧
�
あ
ぶ
み
�
の
４

種
類
の
天
南
星
が
花
を
咲
か
せ
た
�

天
南
星
�
て
ん
な
ん
し
�
う
�
は
�
亜

種
が
た
く
さ
ん
あ
る
サ
ト
イ
モ
科
の
植
物

で
�
見
た
目
に
は
�
何
ら
相
違
は
な
い
が
�

雄
株
と
雌
株
が
あ
る
�
マ
ム
シ
草
は
マ
ム

シ
が
鎌
首
を
持
ち
上
げ
た
形
に
�
武
蔵
鐙

は
馬
具
の
鐙
の
形
に
似
た
花
を
咲
か
せ
る

か
ら
そ
の
名
前
が
あ
る
と
聞
く
�

天
南
星
と
の
出
会
い
は
�
８
年
前
�
テ

ニ
ス
合
宿
の
帰
り
に
寄
�
た
伊
賀
焼
の
窯

元
の
玄
関
脇
で
�
緑
紫
色
の
花
を
つ
け
た

40
�
50
セ
ン
チ
の
高
さ
の
鉢
植
え
を
見
た

と
き
に
遡
る
�
美
的
セ
ン
ス
の
問
題
か
も

し
れ
な
い
が
�
大
振
り
で
紫
に
緑
色
の
線

が
入
�
た
地
味
系
の
色
彩
を
持
ち
�
や
や

グ
ロ
テ
ス
ク
な
感
じ
の
花
に
何
故
か
魅
力

を
感
じ
た
�
園
内
に
山
野
草
の
露
天
が
あ

り
�
よ
く
似
た
野
草
を
雪
餅
草
と
言
�
て

売
�
て
い
た
が
�
花
が
終
わ
り
か
け
で
あ

�
た
た
め
買
う
の
を
や
め
た
�
そ
れ
以
来
�

そ
の
野
草
を
探
し
求
め
た
�
翌
年
の
テ
ニ

ス
合
宿
が
伊
吹
山
の
麓
で
あ
り
�
そ
の
地

の
温
泉
の
写
真
展
示
で
�
窯
元
に
あ
�
た

野
草
は
�
花
芯
の
状
態
か
ら
雪
餅
草
で
は

な
く
�
紫
大
マ
ム
シ
草
で
あ
る
こ
と
が
分

か
�
た
�
そ
の
年
の
暮
�
友
人
か
ら
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
状
で
ブ
ド
ウ
色
を
し
た
紫
大
マ

ム
シ
草
の
実
を
い
た
だ
き
�
そ
の
種
を
蒔

い
た
�
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
�
翌
春
に

発
芽
し
な
か
�
た
の
で
�
一
層
�
マ
ム
シ

草
に
対
す
る
執
着
心
が
出
た
の
か
も
し
れ

な
い
�

平
成
12
年
７
月
に
和
田
山
税
務
署
へ
転

勤
に
な
�
た
�
和
田
山
町
は
兵
庫
県
の
山

間
部
で
あ
り
�
紫
大
マ
ム
シ
草
が
き
�
と

あ
る
と
思
い
�
折
に
触
れ
探
し
た
�
ヤ
マ

メ
を
食
べ
に
行
�
た
先
で
�
花
の
終
わ
�

た
紫
大
マ
ム
シ
草
と
思
わ
れ
る
鉢
植
え
を

見
つ
け
�
３
株
を
入
手
し
た
�
翌
春
�
花

を
咲
か
せ
た
が
�
紫
花
で
は
な
く
�
緑
花

の
大
マ
ム
シ
草
で
あ
�
た
�
ま
た
�
和
田

山
で
は
�
好
事
家
が
�
庭
に
武
蔵
鎧
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
�
て
１
株
の
成
木
と
３

株
の
幼
木
を
分
け
て
く
れ
た
�

和
田
山
の
単
身
赴
任
は
１
年
で
終
わ
り
�

大
阪
国
税
局
に
転
勤
し
た
�
そ
の
年
�
芽

は
出
な
い
も
の
と
あ
き
ら
め
て
い
た
紫
大

マ
ム
シ
草
は
�
な
ぜ
か
種
を
ま
い
た
２
年

後
の
春
に
思
い
が
け
な
く
３
粒
が
発
芽
し

た
�
夏
に
２
株
を
枯
れ
さ
せ
て
し
ま
�
た

が
１
株
だ
け
は
生
き
残
�
た
�
発
芽
し
て

以
後
�
成
長
が
遅
く
な
か
な
か
花
を
咲
か

せ
な
か
�
た
が
�
６
年
を
経
た
今
年
や
�

と
緑
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
た
�
気
長
に
育

て
た
紫
大
マ
ム
シ
草
が
咲
い
た
の
を
見
る

と
�
思
い
入
れ
が
あ
�
た
だ
け
に
�
感
慨

深
い
も
の
が
あ
る
�

甥
か
ら
譲
り
受
け
た
雪
餅
草
も
含
め
�

結
局
�
今
年
は
４
種
類
８
株
の
天
南
星
が

咲
い
た
�
し
か
し
�
こ
れ
ら
は
何
故
か
雄

花
ば
か
り
で
雌
花
は
全
く
咲
か
な
か
�
た
�

雌
株
を
入
手
す
る
と
な
る
と
�
雪
餅
草
以

外
は
�
売
�
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
な

く
�
山
に
採
取
に
行
く
以
外
は
な
い
�
し

か
し
�
希
少
種
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
�

野
生
の
マ
ム
シ
草
は
�
数
回
し
か
見
た
こ

と
が
な
く
�
保
護
の
面
か
ら
は
�
野
草
を

採
取
す
る
の
も
気
が
進
ま
な
い
�
種
を
も

ら
お
う
か
と
も
思
う
が
�
間
も
な
く
還
暦

を
迎
え
よ
う
と
す
る
歳
で
も
あ
り
�
時
間

が
か
か
り
す
ぎ
る
と
も
思
う
�

私
の
マ
ン
シ
�
ン
の
庭
で
は
�
な
ぜ
か

雌
花
が
育
た
な
い
�
今
ま
で
女
気
の
少
な

い
と
こ
ろ
で
長
く
仕
事
を
し
て
い
た
せ
い

か
�
女
性
に
は
縁
が
な
く
�
雌
株
の
育
て

方
も
下
手
な
の
か
も
知
れ
な
い
と
馬
鹿
な

こ
と
を
思
�
た
り
も
す
る
が
�
理
由
は
分

か
ら
な
い
�

目
を
転
じ
て
�
女
性
職
員
が
急
増
す
る

現
在
の
税
務
の
職
場
を
思
う
と
�
女
性
職

員
の
育
成
が
�
大
変
重
要
な
課
題
に
な
�

て
い
る
こ
と
を
痛
感
す
る
状
況
に
あ
る
�

ま
た
�
団
塊
の
世
代
の
退
職
が
始
ま
�
た

現
在
�
新
任
者
が
多
く
赴
任
し
て
く
る
門

真
税
務
署
に
お
い
て
は
�
若
い
世
代
の
育

成
も
急
務
で
あ
る
�
私
た
ち
団
塊
の
世
代

が
後
に
伝
承
す
べ
き
こ
と
は
沢
山
あ
る
が
�

退
職
は
�
目
前
に
迫
�
て
お
り
�
マ
ム
シ

草
の
よ
う
に
長
い
ス
パ
�
ン
で
考
え
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
�
周
囲
の
努
力
も
あ
�

て
�
彼
ら
も
着
実
に
成
長
し
て
い
る
�
将

来
あ
る
彼
ら
が
�
ま
た
い
つ
の
日
か
当
署

で
活
躍
す
る
の
を
思
う
の
も
楽
し
い
こ
と

で
あ
り
�
納
税
協
会
の
皆
様
方
に
は
�
温

か
い
目
で
女
性
職
員
や
若
手
職
員
の
成
長

を
見
守
�
て
�
ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
昨
今
で
あ
る
�

今
年
の
花
は
す
で
に
終
わ
�
た
が
�
天

南
星
が
咲
く
た
び
に
和
田
山
で
天
南
星
を

探
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
�
門
真
で
の
１

年
は
�
印
象
に
残
る
こ
と
が
沢
山
あ
�
た

が
�
更
に
�
も
う
ひ
と
つ
�
何
か
目
に
見

え
る
思
い
出
作
り
を
し
た
い
と
思
う
�

らうんじ

「 鄙 の 記 憶 」

内田康夫　著

門
真
税
務
署

 

法
人
課
税
第
四
部
門

　

 

統
括
国
税
調
査
官

小
川　

 

勉

息
子
が
登
場
し
て
い
る
ミ
ス
テ
リ
�

小
説
が
あ
る
�
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の

浅
見
光
彦
シ
リ
�
ズ
の
中
の
一
つ
�
内

田
康
夫
著
�
鄙
の
記
憶
�
で
あ
る
�

著
者
内
田
康
夫
は
�
西
村
京
太
郎
�

山
村
美
紗
に
並
ぶ
現
代
旅
情
ミ
ス
テ
リ

�
の
執
筆
者
の
大
家
の
一
人
と
し
て
知

ら
れ
�
昭
和
五
十
五
年
の
処
女
作
�
死

者
の
木
霊
�
か
ら
平
成
十
九
年
五
月
の

�
長
野
殺
人
事
件
�
ま
で
百
四
十
五
冊

の
執
筆
に
及
ん
で
い
る
�
そ
の
中
で
�

�
鄙
の
記
憶
�
は
一
〇
九
冊
目
で
あ
る

そ
の
作
品
中
に
わ
が
息
子
が
登
場
し
て

い
る
の
で
あ
る
�
も
ち
ろ
ん
名
前
だ
け

で
あ
る
が…

�

こ
れ
は
�
同
人
が
フ
�
ン
ク
ラ
ブ
を

通
じ
て
名
前
募
集
し
�
息
子
が
応
募
し

た
結
果
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
�

以
来
家
族
を
挙
げ
て
彼
の
フ
�
ン
と

な
り
�
�
浅
見
光
彦
ミ
ス
テ
リ
�
紀
行
�

�
エ
�
セ
イ
＆
ガ
イ
ド
ブ
�
ク
�
片
手

に
各
小
説
の
舞
台
地
め
ぐ
り
の
家
族
旅

行
が
一
〇
年
続
い
て
い
る
�
こ
れ
は
�

著
者
が
執
筆
の
た
め
の
取
材
記
録
等
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
�
番
外
編

を
含
め
一
〇
冊
以
上
発
刊
さ
れ
て
い
る
�

た
だ
し
�
息
子
の
登
場
小
説
の
舞
台

地
は
秋
田
・
大
曲
で
あ
り
遠
い
�
し
か

し
�
こ
の
地
は
私
の
母
の
ル
�
ツ
地
で

も
あ
り
�
い
つ
の
日
か
必
ず
訪
れ
た
い

と
思
�
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
�

「
マ
ム
シ
草
」

門

真

税

務

署

長

鉄

田

 

豊

ひな き　 おく



⑦

表
紙
�
写
真

ゴ
�
ル
ド
コ
�
ス
ト
�
豪
州
�

撮
影　

中

原　

毅

ゴ
�
ル
ド
コ
�
ス
ト
は
１
年
を

通
し
て
温
暖
な
気
候
で
す
�
ゴ
�

ル
ド
コ
�
ス
ト
に
は
国
際
級
の
マ

リ
�
ナ
も
あ
り
�
船
舶
オ
�
ナ
�

に
と
�
て
非
常
に
魅
力
あ
る
寄
港

地
と
な
�
て
い
ま
す
�
ま
た
�
海

や
陸
・
山
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
�

ツ
と
レ
ク
リ
エ
�
シ
�
ン
が
楽
し

め
ま
す
�

Ｈ1 9．6．1 現在（　　　）内は  Ｈ 1 8．6．1

　区　　分 法人会員  個人会員 

守 口 地 区 762 （797） 709 （720）

門 真 地 区 642 （656） 972 （978）

大 東 地 区 498 （514） 551 （553）

四條畷地区 171 （171） 364 （364）

管 　 　 外 17 （13） 104 （105）

合 　 　 計 2,090 （2,151） 2,700 （2,720）

社 人

《会 員 状 況》

JR
忍
�
丘
駅
前
に
昨
年
開
店
し
た
中
華

料
理
�
飛
騨
�
�
店
主
・
新
家
勇
さ
ん
�
は

本
格
中
華
料
理
が
手
軽
に
味
わ
え
る
店
と

し
て
家
族
連
れ
や
食
通
に
も
大
評
判
�
料

理
歴
は
40
年
�
名
古
屋
で
四
川
料
理
の
名

シ
�
フ
陳
健
一
の
お
店
で
修
業
�
東
大
阪

で
開
業
20
年
の
料
理
歴
が
物
語
る
中
国
料

理
の
数
々
は
風
味
豊
か
な
香
辛
料
の
辛
く

甘
く
香
る
新
家
さ
ん
の
料
理
魂
宿
る
炒
麺
�

揚
�
鍋
料
理
に
反
映
し
�
訪
れ
る
お
客
を

と
り
こ

虜
に
す
る
�
料
理
人
の
こ
だ
わ
り
と
し
て
�

す
べ
て
は

〝
お
客
さ
ん
が
お
い
し
い
と
喜

ん
で
頂
く
こ
と
が
何
よ
り
〟

と
語
る
�
中

華
店
と
し
て
は
め
ず
ら
し
い
屋
号
は
�
奥

さ
ん
の
郷
里
�
飛
騨
�
か
ら
取
�
た
も
の

で
�
夫
唱
婦
随
の
絆
が
お
客
の
も
て
な
し

に
反
映
し

〝
一
度
食
べ
た
ら
ま
た
来
た
い
〟

と
い
う
想
い
に
誘
う
�
広
東
料
理
と
四
川

料
理
を
も
と
に
長
年
の
経
験
を
積
み
重
ね

た
味
へ
の
こ
だ
わ
り
は
食
材
に
も
映
え
る
�

野
菜
か
ら
と
る
ス
�
プ
を
ベ
�
ス
と
し
た

多
彩
な
料
理
に
程
良
い
奥
深
さ
が
醸
し
出

さ
れ
�
チ
�
�
ハ
ン
等
の
米
は
ひ
と
め
ぼ

れ
�
国
産
玄
米
を
使
用
�
中
華
料
理
定
番

の
し
�
う
ゆ
ラ
�
メ
ン
�
そ
し
て
チ
�
�

ハ
ン
は
食
通
で
常
連
客
の
広
報
部
会
の
川

西
さ
ん
推
奨
の
メ
ニ
�
�
だ
け
に
食
し
て

納
得
�

驚
く
ほ
ど
早
く
て
旨
い
！
そ
し
て
安
い
！

す
べ
て
新
家
さ
ん
の
も
て
な
し
の
心
と
技

で
供
さ
れ
る
多
彩
な
料
理
の
数
々
�
中
で

も
好
評
な
の
が
中
華
鍋
�
�
�
�
名
分
�

�
�
�
�
円
�
�
飛
騨
名
物
�
�
�
�
�
�
�
�

円
�
�
�
�
�
�

�
毎
週
金
曜
日
�
�
�
円
�
�

お
酒
通
に
は
最
高
の
５
年
物
の
貫
聚
�
店

内
は
約
30
席
�
地
元
電
通
大
の
学
生
さ
ん

や
若
い
人
達
に
安
く
て
旨
い
と
評
判
の
中

華
料
理
店
�
飛
騨
�
�
是
非
ご
賞
味
を
�

管内

�
�
�
�
料
理
自
慢
味
紀
行�

�
四
條
畷
編
�58

本
格
中
華 

気
軽
�
味
�
�
�
忍
�
丘
駅
近
� 

味
�
新
名
所

料
理
人
�
魂
映
�
�
料
理
�
数
�
�
炒
�
揚
�
麺 

美
味
評
判

�
�
�
�
満
点
�

 

中
華
鍋

中 華 料 理

「 飛  騨 」
店主新家　勇さん(58)
　　　　 尚子さん
　　　　

【 聞 き 手 】

四條畷地区 広報部会

副部会長　今平　泰宏
運営委員　川西　勝久
　 〃 　　 川本　佳二
　 〃 　　 梶川　良一

－ 清 潔 な 店 内 －

【 中 華 料 理  飛 騨 】
所 在 地：四條畷市岡山東2-1-9
Ｔ Ｅ Ｌ：０７２－８７６－６６２２ 
営業時間： ＡＭ11：30～ＰＭ 2 ：30
 ＰＭ 5 ：30～ＰＭ11：00
 ラストオーダーＰＭ10：45

取材を終えて広報役員と



⑧

豊
か
な
自
然
と
文
化
�
歴
史
に
育
ま
れ

た
四
條
畷
市
に
�
昔
の
畷
の
原
風
景
�
里

山
�
を
再
現
�
し
た
施
設
�
市
立
環
境
セ

ン
タ
�
�
が
�
浄
水
場
の
跡
地
を
利
用
し

平
成
14
年
に
完
成
�
市
民
の
自
然
体
験
地

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
�
里
山
の
風
景

に
最
も
似
合
う
建
物
と
し
て
滋
賀
県
の
西

浅
井
町
で
住
ま
れ
て
い
た
築
150
年
以
上
の

家
屋
を
管
理
棟
に
�
屋
根
も
銅
板
で
覆
う

形
で
活
か
し
�
北
河
内
の
地
域
の
建
築
様

式
に
近
づ
け
る
工
夫
と
使
い
や
す
さ
を
優

先
し
て
�
土
間
を
板
張
り
に
修
正
し
て
再

現
�
市
民
の
集
会
等
に
使
え
る
体
験
館
と

し
て
開
放
�
一
方
管
理
棟
の
周
辺
地
は
昔

の
畷
の
情
景
再
現
を
テ
�
マ
に
�
生
き
物

の
地
�
に
は
珍
し
い
魚
や
地
元
小
学
生
の

稲
作
体
験
の
�
水
田
�
や
�
せ
せ
ら
ぎ
�
�

そ
し
て
昔
か
ら
生
息
し
て
い
る
畷
原
産
の

〝
平
家
ボ
タ
ル
〟

育
成
の
�
螢
の
流
れ
�

は
子
供
た
ち
や
市
民
の
憩
え
る
空
間
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
�

昔
懐
�
�
�
畷
�
景
観

四
季
�
自
然 

市
民
体
感
�

地
元
四
條
畷
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
の

尽
力
も
あ
り
実
現
し
た
�
里
山
�
は
�
文

字
通
り
の
畷
の
自
然
環
境
を
体
験
で
き
る

ふ
る
さ
と
新
名
所
に
な
�
て
い
る
�

古
民
家
で
の
語
ら
い
�
せ
せ
ら
ぎ
流
れ

る
池
の
魚
の
群
れ
�
田
植
え
が
体
験
出
来

る
水
田
�

そ
し
て
昔

懐
か
し
い

畷
の
景
観

が
甦
る
里

山
の
空
間

に
�
美
し

い
ふ
る
さ

と
畷
づ
く

り
の
心
が

息
づ
い
て

い
る
�

管内

名所百景

〈四條畷編〉78
四 條 畷 市
市立環境センター

里 　山

四條畷市立環境センター

【 修 景 施 設 ・ 里 山 】
所在地：四條畷市南野6-11-37
電　話：０７２－８０３－２３０３
管理棟（体験館）利用案内
 ・開園時間 ＡＭ９：００～ＰＭ５：００
 ・休 園 日 月曜日・年末年始（12/29～1/3）

歴
史
と
自
然
甦
る 
四
條
畷
の「
里
山
」は
環
境
モ
デ
ル
地
区

北
河
内
の
古
民
家
は
市
民
の
想
い 

子
供
た
ち
の
自
然
体
験
の
場

古
き
良
き
畷
を
再
現 

水
田
、せ
せ
ら
ぎ
、動
植
物
、螢
が
生
息！

新 入 会 員 勧 奨

会員の皆様には、 未加入者の新規加入推進をお
願い致します。

◇協会に加入されますと

税に関する最新情報･各種研究会･無料税務相談･

法律相談･内外税務研修等に参加できます。

 Ｔ Ｅ Ｌ　0 6 － 6 9 0 8 － 0 6 3 1
 ＦＡＸ　0 6 － 6 9 0 8 － 4 8 7 2

 納税協会ホームページＵＲＬ
 http://www.nouzeikyokai.or.jp

広
報
部
会
�
�
�
�

東
坂�   

巌 
(

大
東
� 

伊
泊 

鉄
夫 

�
大
東
�

竹
之
下
三
生
�
守
口
� 

加
藤 

忠
広 

�
門
真
�

藤
本 

和
俊 

�
大
東
� 

今
平 

泰
宏 

�
四
條
畷

�

濵
上 

知
之 

�
守
口
� 

袰
川�   

完 

�
守
口
�

津
田 

英
人 

�
守
口
� 

村
上 

光
史 

�
守
口
�

田
中
敬
市
郎 

�
門
真
� 

中
園 

隆
一 

�
門
真
�

西
川 

亮
彦 

�
門
真
� 

中
西 

正
憲 

�
門
真
�

中
島 

達
男 

�
大
東
� 

田
中 

康
博 

�
大
東
�

中
原�   

毅 

�
大
東
� 

中
村 

真
也 

�
大
東
� 

川
西 

勝
久 

�
四
條
畷

� 

川
本 

佳
二 

�
四
條
畷

� 

山
地 

隆
行 

�
四
條
畷

� 

梶
川 

良
一 

�
四
條
畷

� 

本
紙
に
関
す
る
ご
意
見･

ご
要
望
は

広
報
部
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

小学生の「田植え」体験風景（里山提供）

めだかや小さな魚などの生息する池

伊香型民家を移築した「管理棟」と
子供達の体験に使用される「水田」



⑨

所
得
税
の
予
定
納
税（
第
一
期
分
）

　

納
期
限
は
７
月
31
日
㈫
で
す　
　

　
　
　

お
忘
れ
な
く

予

定

納

税

�

�…

所
得
税
は
�
納
税
者
自
ら
が
１
年
間
の

所
得
と
税
額
を
計
算
し
�
翌
年
２
月
16
日

か
ら
３
月
15
日
ま
で
に
確
定
申
告
を
し
て

納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
�

し
か
し
�
納
税
者
に
と
�
て
一
度
に
納

付
す
る
こ
と
は
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と

な
ど
か
ら
�
前
年
に
一
定
の
所
得
が
あ
�

た
人
に
つ
い
て
は
�
本
年
も
前
年
と
同
様

の
所
得
が
あ
る
も
の
と
仮
定
し
て
納
税
見

込
額
を
算
出
し
そ
の
３
分
の
１
ず
つ
を
そ

の
年
の
７
月
と
11
月
に
納
め
�
確
定
申
告

時
に
精
算
す
る
こ
と
と
な
�
て
い
ま
す
�

第
�
期
分
�
納
期
�

�
月
�
日
�
�
月
31
日
�
�

平
成
19
年
分
所
得
税
予
定
納
税
第
１
期

分
の
納
期
限
は
�
７
月
31
日
㈫
で
す
�

振
替
納
税
を
利
用
し
て
納
税
さ
れ
る
人

は
�
指
定
口
座
の
預
金
残
高
を
お
確
か
め

く
だ
さ
い
�
そ
う
で
な
い
人
は
�
税
務
署

か
ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書
に
現
金
を
添
え

て
金
融
機
関
�
郵
便
局
�
所
輨
の
税
務
署

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
�

納
付
が
遅
れ
る
と
�
８
月
１
日
�
９
月

30
日
ま
で
の
期
間
は
4.4
％
�
平
成
19
年
分

の
軽
減
率
�
�
そ
れ
以
後
の
期
間
は
年
14
・
6

％
の
割
合
で
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
�

税
務
署
�
�

�
通
知
書
�
�
�
�
�

今
年
�
予
定
納
税
の
対
象
と
な
る
人
に

は
６
月
中
旬
頃
に
�
税
務
署
か
ら
�
予
定

納
税
額
の
通
知
書
�
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
�

こ
の
通
知
書
に
は
予
定
納
税
基
準
額
と

第
１
期
分
・
第
２
期
分
の
予
定
納
税
額
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
�

減
額
申
請
�

�
月
17
日
㈫
�
�
�

今
年
の
申
告
納
税
見
込
額
が
�
税
務
署

か
ら
通
知
さ
れ
た
予
定
納
税
基
準
額
よ
り

も
少
な
い
と
見
込
ま
れ
る
よ
う
な
方
�
廃

業
�
休
業
�
業
績
不
振
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
�
は
�
予
定
納
税
額
の
減

額
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

７
月
17
日
ま
で
に
�
予
定
納
税
額
の
減

額
申
請
書
�
に
申
告
納
税
見
積
額
な
ど
を

記
入
し
て
�
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
�

固
定
資
産
税
�
都
市
計
画
税
�
�
期
分
�

�
納
付
�
�
忘
�
�
�

７
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

第
２
期
分
の
納
付
月
と
な
�
て
い
ま
す
�

税だより

e-Tax（国税電子申告・納税システム）をご利用下さい

税 務 署

開始届出書等の審査

通知書
（利用者識別番号及び
暗証番号）等の送付

ご利用される方の
登録・処理

ご利用される方

開始届出書（オンライン）

開始届出書（書面）

処理結果の確認

e-Taxソフトの
インストール、

暗証番号の変更及び
電子証明書等の登録

※e-Taxソフトは、e-Taxホーム
ページからダウンロードに
より取得できます。
ダウンロード方法等につい
ては、e-Taxホームページを
ご覧ください。

ｅ－Ｔａｘ
（受付システム）

送信

送信

送付又は
持参

利用開始手続
の流れ



⑩

�
総
務
部
会
�

◎
宝
塚
研
修
会
の
開
催

４
／
27
㈮
第
23
回
宝
塚
歌
劇
観
劇
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
�

星
組
公
演
舞
踊
詩
�
さ
く
ら
�
ミ
ユ
�

ジ
カ
ル
�
シ
�

ク
レ
�
ト
・
ハ

ン
タ
�
�
を
観

劇
し
�
演
出
家

よ
り
今
回
の
演

出
の
ポ
イ
ン
ト

や
苦
労
話
に
つ

い
て
ご
講
演
頂

き
ま
し
た
�

◎
映
画
鑑
賞
会
と
講
演
会
の
開
催

５
／
24
㈭
映
画
�
俺
は
�
君
の
た
め
に
こ

そ
死
に
に
い
く
�
鑑
賞
会
と
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
�

鑑
賞
会
終
了

後
��
が
ん
こ
阪

急
東
通
り
店
�

に
て
ジ
�
�
ナ

リ
ス
ト
菊
池
清

氏
よ
り
�
戦
争

と
私
の
人
生
�

の
テ
�
マ
で
ご

講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
�

�
法
人
部
会
�

◎
改
正
源
泉
所
得
税
説
明
会
の
開
催

５
／
16
㈬
守
口
門
真
商
工
会
館
�
５
／

17
㈭
大
東
市
民
会
館
に
お
い
て
改
正
源
泉

所
得
税
法
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
�

門
真
税
務
署

担
当
官
よ
り
平

成
19
年
度
改
正

事
項
�
印
紙
税

及
び
消
費
税
�

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
に

つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
�

�
青
年
部
会
�

◎
管
外
研
修
会
の
開
催

６
／
７
㈭
企
業
ミ
�
�
ジ
ア
ム
の
協
会

亀
田
訓
生
氏
の
ご
協
力
に
よ
り
�
深
喜
毛

織
㈱
と
明
治
乳

業
ヨ
�
グ
ル
ト

館
を
見
学
し
ま

し
た
�
深
喜
毛

織
㈱
で
は
�
深

井
社
長
の
歓
迎
�

担
当
者
の
説
明

を
受
け
�
工
場

を
見
学
致
し
ま

し
た
�

�
間
税
部
会
�

◎
工
場
見
学
会
の
開
催

６
／
８
㈮
コ
ス
モ
石
油
㈱
堺
製
油
所
と

ア
サ
ヒ
ビ
�
ル
㈱
吹
田
工
場
の
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
�

コ
ス
モ
石
油

㈱
で
は
�
担
当

者
よ
り
石
油
の

輸
送
�
精
製
等

に
つ
い
て
の
説

明
の
後
�
バ
ス

に
て
製
油
所
の

見
学
を
行
い
ま

し
た
�

�
個
人
部
会
�

◎
簿
記
教
室
の
開
催

６
／
11
㈪
�
22
㈮
の
４
日
間
コ
�
ス
で

簿
記
教
室
を
税
理
士
会
門
真
支
部
派
遣
の

先
生
を
講
師
に

お
迎
え
し
開
催

し
ま
し
た
�

複
式
記
帳
に

よ
る
簿
記
の
基

礎
知
識
か
ら
�

決
算
に
つ
い
て

研
修
が
行
わ
れ
�

出
席
者
は
熱
心

に
受
講
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
�

部会だより

「関西フィル・第195回定期演奏会」にご招待

大川創業㈱大川真一郎氏のご好意により、会員の皆様に
「関西フィル・第195定期演奏会」へご招待します。
下記日程のチケットを 5組10名様にプレゼントいたします。

●第195回定期演奏会  平成19年7月19日㈭ ＰＭ７：００開演

指　揮／飯守泰次郎　ヴァイオリン独奏／清永 あや
独　唱／関西二期会
曲　目／シベリウス：ヴァイオリン協奏曲ニ短調作品47
 ツェムリンスキー：歌劇「フィレンツェの悲劇」作品16（演奏会形式）
会　　　場：ザ・シンフォニーホール

※　ご希望の方は当協会事務局までご連絡下さい。

「なにわ淀川花火大会」会員交流会のご案内

日　時　平成 19 年 8 月 4 日（土）

 ＰＭ ７：５０オープニング

会　場　十三会場（門真納税協会ブース）

参加料　大人１名　７，０００円

　　　　小人１名　３，０００円

定　員　２００名（１社につき４名まで）

お申込、お問い合わせは、納税協会事務局へ
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